
川崎ものづくり企業が研究・開発の試作をサポートします

大学・研究機関などの部品加工から、
実験・研究機器、装置の試作開発まで、
川崎市内の中小製造業が支援します！

大学・研究機関などの部品加工から、
実験・研究機器、装置の試作開発まで、
川崎市内の中小製造業が支援します！

研究の研究の
スピードアップ！スピードアップ！

研究成果の研究成果の
精度向上！精度向上！

研究シーズの研究シーズの
PR力向上！PR力向上！

試作開発促進プロジェクト

公益財団法人 川崎市産業振興財団
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Kawasaki Institute of Industrial Promotion Kawasaki Institute of Industrial Promotion

産学連携・試作開発促進プロジェクト ～大学・研究機器・実験機器開発のお手伝い
　「産学連携・試作開発促進プロジェクト」は、大学での研究機器の試作、実験装置の開発ニーズに、技術力ある中小企業が
応える産学連携の取り組みです。大学と “ものづくり企業” が連携し、研究シーズの具現化を図るべく活動しています。
　大学、研究機関での研究のスピードアップ、品質向上に役立てるように、部品加工から機器の設計・開発まで、中小企業
のネットワークで実現しますので、開発ニーズなどございましたら、事務局へお問い合わせください。

（公財）川崎市産業振興財団　新産業振興課　電話044（548）4165 FAX044（548）4151
E-mail  liaison@kawasaki-net.ne.jp URL http://www.kawasaki-net.ne.jp/shisaku/◆問い合わせ先◆

～新たな産学連携の構築に向けて～
VOL.53 2023年2月3日発行

かわさき産学連携ニュースレターかわさき産学連携ニュースレター

●産学連携窓口紹介
　芝浦工業大学　複合領域産学官民連携推進本部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P8

月面のような不整地・軟弱地盤の
移動システムを構築する ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2

芝浦工業大学　システム理工学部　機械制御システム学科　飯塚 浩二郎　教授
～尺取り虫の動きで月面探査～

航空熱流体の研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P6

工学院大学　先進工学部　機械理工学科　佐藤　允　准教授
～次世代航空機から火星を飛ぶドローンまで～

＜産学連携窓口紹介＞ 芝浦工業大学  複合領域産学官民連携推進本部

編集・発行　公益財団法人川崎市産業振興財団新産業振興課　〒212-0013　川崎市幸区堀川町66－20
044-548-4165 044-548-4151 E-mail：liaison@kawasaki-net.ne.jp URL：http://www.kawasaki-net.ne.jp
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　芝浦工業大学は、東京都の豊洲と埼玉県の大宮にキャンパスを持つ工学系の私立大学です。1927年に開学された
東京高等工商学校を前身として持ち、1949年に現在の芝浦工業大学となりました。開学から数えると間もなく百周年
を迎えます。地域に密着した産学連携も盛んで、2019年度の教員一人当たりの共同研究件数は全国2位の実績があり
ます。本学の産学連携部門である複合領域産学官民連携推進本部は「社会に学び、社会に貢献する実践型人材育成を
目指した産学官民連携の推進」という理念のもと、2009年に創設されました。

豊洲キャンパス

【問い合わせ先】　
　芝浦工業大学  複合領域産学官民連携推進本部／
　ベイエリア・オープンイノベーションセンター
　〒135-8548　東京都江東区豊洲3-7-5
　　（豊洲キャンパス  本部棟10階）
　E-mail：sangaku@ow.shibaura-it.ac.jp
　HP：https://www.shibaura-it.ac.jp/
　☎ 03-5859-7180 

1. 複合領域産学官民連携推進本部について
　複合領域産学官民連携推進本部では、建学の精神「社
会に学び、社会に貢献する技術者の育成」に基づく、本学
の社会連携/社会貢献に関する方針に基づき、企業、自治
体、市民組織、教育・研究機関、地域社会と共創する「教育・
研究・イノベーションの三位一体推進」によって、大学が生
み出す知識、技術等を社会に還元していくと共に、大学（教
員・学生）と学外の組織・地域の双方にメリットのある活動
の展開を進めています。
　また、産学連携活動を通じた学内外における人材育成を
進めるとともに、その取り組みの中から生まれる新しい技
術、アイデアを形にすることで、イノベーション創出の実現、
及び、地域と共にある大学として、地域社会と協働するこ
とにより、大学と地域が共に価値を高め合う仕組みづくり
と、持続可能で活力ある地域社会の実現を目指しています。

2. 産学連携の特長について
　近年の動きとしては、研究成果の社会実装を進めるため、
産学官民が日常的に情報交流し、共同研究によるイノベー
ションを創出する協創拠点として、豊洲キャンパスに新た
に完成した本部棟に、ベイエリア・オープンイノベーション
センター（BOiCE）を開設しました。BOiCEはシェアオフィ
ス、コワーキングスペース、共同研究スペース、及び先進
製造プロセス研究センター、産学官民連携ラボ等からなる
研究拠点であり、企業、地域自治体、金融機関、大学等が
持つそれぞれの強みを結集し、イノベーションの創出を通
して地域の活性化を図ることを目的としています。
　また、地域と共に地域課題、社会課題を解決していくこ
とも重点を置いています。具体的には、キャンパスが立地
する江東区、埼玉県、さいたま市や広く東京都、その他の
地域において、地域の課題を教員、学生と検討する取り組
みを行っています。中小企業との連携が多いことも特徴で
す。
　現在、本学における教員一人当たりの共同研究件数は
全国2位の実績がありますが、今後は、より大学と緊密に連
携した大型研究についても推進していくため、『共同研究

講座』制度を新設しました。これは一定の共同研究費等を
満たす研究について、学内に本学研究者とともに研究室を
作り、同時に共同研究実施企業の研究者にも学内の職位
（共同研究講座教授等）を与えることで、より深く、大学と
一体となって連携を進めることを目的の一つとしています。
　寄付講座は一般には比較的高額な共同研究費が必要と
される場合が多いですが、本学の場合は中小企業であれ
ば500万円から検討が可能であり、大学との深い連携を希
望される企業におかれては有用な制度であると思います。

3. 今後の抱負について
　今後はベイエリア・オープンイノベーションセンター
（BOiCE）を中心に、地域、社会課題の解決、研究成果の
社会実装、及び大学発ベンチャー創出等を進めて行きた
いと考えています。同時に、その過程で巡り合う様々なプ
レイヤーの方々との連携を深め、時には力をお借りし、大
学単独では難しい課題の解決を進めて行ければと思って
います。
　本学豊洲キャンパスはもとより、大宮キャンパスも、上
野東京ライン、湘南新宿ライン等を使えば川崎からのアク
セスも良いので、何かございましたらお気軽にご相談いた
だければと思います。
　ご相談は大学ホームページの研究のタブを触ると「ご
相談窓口」のボタンが出てきますのでそこに記入して送付
いただくだけです。

惑星や活火山など極限環境で活躍する
ロボットの開発 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P4

慶應義塾大学 理工学部 機械工学科　石上　玄也　准教授
～研究成果を災害時や農業、物流などに役立つロボットに活用～

大宮キャンパス
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　芝浦工業大学は、東京都の豊洲と埼玉県の大宮にキャンパスを持つ工学系の私立大学です。1927年に開学された
東京高等工商学校を前身として持ち、1949年に現在の芝浦工業大学となりました。開学から数えると間もなく百周年
を迎えます。地域に密着した産学連携も盛んで、2019年度の教員一人当たりの共同研究件数は全国2位の実績があり
ます。本学の産学連携部門である複合領域産学官民連携推進本部は「社会に学び、社会に貢献する実践型人材育成を
目指した産学官民連携の推進」という理念のもと、2009年に創設されました。

豊洲キャンパス

【問い合わせ先】　
　芝浦工業大学  複合領域産学官民連携推進本部／
　ベイエリア・オープンイノベーションセンター
　〒135-8548　東京都江東区豊洲3-7-5
　　（豊洲キャンパス  本部棟10階）
　E-mail：sangaku@ow.shibaura-it.ac.jp
　HP：https://www.shibaura-it.ac.jp/
　☎ 03-5859-7180 

1. 複合領域産学官民連携推進本部について
　複合領域産学官民連携推進本部では、建学の精神「社
会に学び、社会に貢献する技術者の育成」に基づく、本学
の社会連携/社会貢献に関する方針に基づき、企業、自治
体、市民組織、教育・研究機関、地域社会と共創する「教育・
研究・イノベーションの三位一体推進」によって、大学が生
み出す知識、技術等を社会に還元していくと共に、大学（教
員・学生）と学外の組織・地域の双方にメリットのある活動
の展開を進めています。
　また、産学連携活動を通じた学内外における人材育成を
進めるとともに、その取り組みの中から生まれる新しい技
術、アイデアを形にすることで、イノベーション創出の実現、
及び、地域と共にある大学として、地域社会と協働するこ
とにより、大学と地域が共に価値を高め合う仕組みづくり
と、持続可能で活力ある地域社会の実現を目指しています。

2. 産学連携の特長について
　近年の動きとしては、研究成果の社会実装を進めるため、
産学官民が日常的に情報交流し、共同研究によるイノベー
ションを創出する協創拠点として、豊洲キャンパスに新た
に完成した本部棟に、ベイエリア・オープンイノベーション
センター（BOiCE）を開設しました。BOiCEはシェアオフィ
ス、コワーキングスペース、共同研究スペース、及び先進
製造プロセス研究センター、産学官民連携ラボ等からなる
研究拠点であり、企業、地域自治体、金融機関、大学等が
持つそれぞれの強みを結集し、イノベーションの創出を通
して地域の活性化を図ることを目的としています。
　また、地域と共に地域課題、社会課題を解決していくこ
とも重点を置いています。具体的には、キャンパスが立地
する江東区、埼玉県、さいたま市や広く東京都、その他の
地域において、地域の課題を教員、学生と検討する取り組
みを行っています。中小企業との連携が多いことも特徴で
す。
　現在、本学における教員一人当たりの共同研究件数は
全国2位の実績がありますが、今後は、より大学と緊密に連
携した大型研究についても推進していくため、『共同研究

講座』制度を新設しました。これは一定の共同研究費等を
満たす研究について、学内に本学研究者とともに研究室を
作り、同時に共同研究実施企業の研究者にも学内の職位
（共同研究講座教授等）を与えることで、より深く、大学と
一体となって連携を進めることを目的の一つとしています。
　寄付講座は一般には比較的高額な共同研究費が必要と
される場合が多いですが、本学の場合は中小企業であれ
ば500万円から検討が可能であり、大学との深い連携を希
望される企業におかれては有用な制度であると思います。

3. 今後の抱負について
　今後はベイエリア・オープンイノベーションセンター
（BOiCE）を中心に、地域、社会課題の解決、研究成果の
社会実装、及び大学発ベンチャー創出等を進めて行きた
いと考えています。同時に、その過程で巡り合う様々なプ
レイヤーの方々との連携を深め、時には力をお借りし、大
学単独では難しい課題の解決を進めて行ければと思って
います。
　本学豊洲キャンパスはもとより、大宮キャンパスも、上
野東京ライン、湘南新宿ライン等を使えば川崎からのアク
セスも良いので、何かございましたらお気軽にご相談いた
だければと思います。
　ご相談は大学ホームページの研究のタブを触ると「ご
相談窓口」のボタンが出てきますのでそこに記入して送付
いただくだけです。
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ロボットの開発 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P4

慶應義塾大学 理工学部 機械工学科　石上　玄也　准教授
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産学連携・試作開発促進プロジェクト ～大学・研究機器・実験機器開発のお手伝い
　「産学連携・試作開発促進プロジェクト」は、大学での研究機器の試作、実験装置の開発ニーズに、技術力ある中小企業が
応える産学連携の取り組みです。大学と “ものづくり企業” が連携し、研究シーズの具現化を図るべく活動しています。
　大学、研究機関での研究のスピードアップ、品質向上に役立てるように、部品加工から機器の設計・開発まで、中小企業
のネットワークで実現しますので、開発ニーズなどございましたら、事務局へお問い合わせください。

（公財）川崎市産業振興財団　新産業振興課　電話044（548）4165 FAX044（548）4151
E-mail  liaison@kawasaki-net.ne.jp URL http://www.kawasaki-net.ne.jp/shisaku/◆問い合わせ先◆
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富山大学　芸術文化学部　芸術文化学系　渡邉　雅志　准教授
～モノやコトから新しい生活スタイルを創造する～
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明星大学　理工学部　総合理工学科（機械工学系）　小山　昌志　准教授

～真空含浸成形法を用いて、CFRPの蓄電用フライホイール円盤や
　宇宙望遠鏡用のハニカムコアを開発～
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　工学院大学は、1887年、工業立国を目指し、産業の中核を担う技術者を養成するために設立された「工手学校」
を前身とする私立大学で、東京の新宿と八王子にキャンパスがあります。建学の精神である「社会・産業と最先端
の学問を幅広くつなぐ“工”の精神」を尊重し、教育、研究に並ぶ第三の使命として社会連携・社会貢献を位置づけ、
産学官連携にも積極的に取り組んでいます。今日は産学連携の業務を担当する総合企画部 産学連携室／研究支
援室にお話を伺いました。

八王子キャンパス

【問い合わせ先】　
　工学院大学 総合企画部　産学連携室/研究支援室
　E-mail：sangaku＠sc.kogakuin.ac.jp
　URL：https://www.kogakuin.ac.jp/research/
　　　　collaboration/application.html
　〒192-0015 東京都八王子市中野町2665-1
　☎042-628-4928

1. 総合企画部 産学連携室／研究支援室の
 活動内容は
　本学の産学連携部門は現在、総合企画部の一部門と
して、産学連携室と研究支援室で構成されています。産
学連携室は、主に研究費の獲得やそれに向けた新技術
説明会、イノベーション・ジャパンなどのイベント出展に
よる研究シーズの外部への発信、企業との連携推進な
ど営業的な業務を、研究支援室は獲得した研究費の執
行管理や研究コンプライアンス推進を中心に行ってい
ます。総合企画部の下になったことで広報課、企画課、
さらには就職支援課との連携も密になり、シーズ広報に
発信力がつき、更に、学生就職先との産学連携が促進
されるなどの効果が出ています。
　活動においては、産学連携活動に関する学内周知を
進めるとともに、研究室を地道に回ることを行っていま
す。イベント出展も積極的に行っており、展示会では単
なる研究情報発信だけでなく、学生が研究の対外説明
力をつける実践の場としても重視しています。

2. 産学連携の取り組みについて
　本学の産学連携の特徴としては、学内にURA（Uni-
versity Research Administrator：大学等における研
究マネジメント人材）を配置していないことがあります。
我々の大学規模だと、すべての専門分野に対応した
URAをそろえることが難しい点もありますが、その代わ
りに、マッチングやライセンシング活動について株式会
社知財管理機構と連携して活動を進めています。ただ
し、業務を丸投げする形では上手く行きませんので、本
学では、産学連携における知財等専門的な内容につい
て職員が知財管理機構から業務の中で学び、力をつけ
ることを大切にしています。特に、産学連携業務は大学
事務の中でも特殊で、習得に時間がかかりますので、２
～３年でローテーションしてしまうと事務組織に経験を
定着させることが難しくなります。そのため、産学連携
部門においては一般より長い滞在期間となるよう、大学

としても配慮しています。それにより、契約や有利な権
利取得についても経験が蓄積されてきました。例えば、
大学保有の特許について、これまでは共同研究相手と
の共願が中心でしたが、基本特許の単独出願を進める
ことで、大学側のライセンシングの自由度を確保するな
どの取組みを進め、ライセンス収入も増加してきました。

３． 今後の抱負について
　我々が産学連携活動において最も大切にしているも
のは、研究成果が社会や産業、地域との連携を通して
社会普及・社会貢献できているか、将来の日本の諸課
題を科学技術によって解決できる研究者・エンジニアの
育成といった人材育成に資するものか、といった“建学
の精神”である“社会実装等による社会貢献”と“人材の
輩出”の視点です。企業の大小、社会課題の大小に関わ
らず、これまでも“建学の精神”を念頭に連携活動を進
めてきました。また、研究成果の直接的な社会還元だけ
でなく、共同研究をお受けする際も、研究室学生のテー
マとなるか、研究上のメリットがあるかを教員、職員とも
に意識して進めています。そして、生み出された成果を
学外に広く紹介することで、企業だけでなく、高校生な
どが本学に興味を持ってもらうきっかけとなればと思っ
ています。現在、東京医科大学、東京薬科大学との医・
薬・工大学間連携も行うなど、新たな社会貢献につなが
る活動も進めています。「知」の源泉としての大学の役
割を理解し、その使命を果たすため、更なる発展的連携
を目指しています。

DXで進める先進製造プロセスの研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P4

芝浦工業大学　デザイン工学部　デザイン工学科（2023年4月より工学部 機械工学科に異動予定）
澤　武一　教授

～センサを利用して加工状態を認知・予知するシステムの開発～

新宿キャンパス
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URAをそろえることが難しい点もありますが、その代わ
りに、マッチングやライセンシング活動について株式会
社知財管理機構と連携して活動を進めています。ただ
し、業務を丸投げする形では上手く行きませんので、本
学では、産学連携における知財等専門的な内容につい
て職員が知財管理機構から業務の中で学び、力をつけ
ることを大切にしています。特に、産学連携業務は大学
事務の中でも特殊で、習得に時間がかかりますので、２
～３年でローテーションしてしまうと事務組織に経験を
定着させることが難しくなります。そのため、産学連携
部門においては一般より長い滞在期間となるよう、大学

としても配慮しています。それにより、契約や有利な権
利取得についても経験が蓄積されてきました。例えば、
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の精神”である“社会実装等による社会貢献”と“人材の
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らず、これまでも“建学の精神”を念頭に連携活動を進
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に意識して進めています。そして、生み出された成果を
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芝浦工業大学　デザイン工学部　デザイン工学科（2023年4月より工学部 機械工学科に異動予定）
澤　武一　教授

～センサを利用して加工状態を認知・予知するシステムの開発～

新宿キャンパス
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　「産学連携・試作開発促進プロジェクト」は、大学での研究機器の試作、実験装置の開発ニーズに、技術力ある中小企業が
応える産学連携の取り組みです。大学と “ものづくり企業” が連携し、研究シーズの具現化を図るべく活動しています。
　大学、研究機関での研究のスピードアップ、品質向上に役立てるように、部品加工から機器の設計・開発まで、中小企業
のネットワークで実現しますので、開発ニーズなどございましたら、事務局へお問い合わせください。
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　芝浦工業大学は、東京都の豊洲と埼玉県の大宮にキャンパスを持つ工学系の私立大学です。1927年に開学された
東京高等工商学校を前身として持ち、1949年に現在の芝浦工業大学となりました。開学から数えると間もなく百周年
を迎えます。地域に密着した産学連携も盛んで、2019年度の教員一人当たりの共同研究件数は全国2位の実績があり
ます。本学の産学連携部門である複合領域産学官民連携推進本部は「社会に学び、社会に貢献する実践型人材育成を
目指した産学官民連携の推進」という理念のもと、2009年に創設されました。

豊洲キャンパス

【問い合わせ先】　
　芝浦工業大学  複合領域産学官民連携推進本部／
　ベイエリア・オープンイノベーションセンター
　〒135-8548　東京都江東区豊洲3-7-5
　　（豊洲キャンパス  本部棟10階）
　E-mail：sangaku@ow.shibaura-it.ac.jp
　HP：https://www.shibaura-it.ac.jp/
　☎ 03-5859-7180 

1. 複合領域産学官民連携推進本部について
　複合領域産学官民連携推進本部では、建学の精神「社
会に学び、社会に貢献する技術者の育成」に基づく、本学
の社会連携/社会貢献に関する方針に基づき、企業、自治
体、市民組織、教育・研究機関、地域社会と共創する「教育・
研究・イノベーションの三位一体推進」によって、大学が生
み出す知識、技術等を社会に還元していくと共に、大学（教
員・学生）と学外の組織・地域の双方にメリットのある活動
の展開を進めています。
　また、産学連携活動を通じた学内外における人材育成を
進めるとともに、その取り組みの中から生まれる新しい技
術、アイデアを形にすることで、イノベーション創出の実現、
及び、地域と共にある大学として、地域社会と協働するこ
とにより、大学と地域が共に価値を高め合う仕組みづくり
と、持続可能で活力ある地域社会の実現を目指しています。

2. 産学連携の特長について
　近年の動きとしては、研究成果の社会実装を進めるため、
産学官民が日常的に情報交流し、共同研究によるイノベー
ションを創出する協創拠点として、豊洲キャンパスに新た
に完成した本部棟に、ベイエリア・オープンイノベーション
センター（BOiCE）を開設しました。BOiCEはシェアオフィ
ス、コワーキングスペース、共同研究スペース、及び先進
製造プロセス研究センター、産学官民連携ラボ等からなる
研究拠点であり、企業、地域自治体、金融機関、大学等が
持つそれぞれの強みを結集し、イノベーションの創出を通
して地域の活性化を図ることを目的としています。
　また、地域と共に地域課題、社会課題を解決していくこ
とも重点を置いています。具体的には、キャンパスが立地
する江東区、埼玉県、さいたま市や広く東京都、その他の
地域において、地域の課題を教員、学生と検討する取り組
みを行っています。中小企業との連携が多いことも特徴で
す。
　現在、本学における教員一人当たりの共同研究件数は
全国2位の実績がありますが、今後は、より大学と緊密に連
携した大型研究についても推進していくため、『共同研究

講座』制度を新設しました。これは一定の共同研究費等を
満たす研究について、学内に本学研究者とともに研究室を
作り、同時に共同研究実施企業の研究者にも学内の職位
（共同研究講座教授等）を与えることで、より深く、大学と
一体となって連携を進めることを目的の一つとしています。
　寄付講座は一般には比較的高額な共同研究費が必要と
される場合が多いですが、本学の場合は中小企業であれ
ば500万円から検討が可能であり、大学との深い連携を希
望される企業におかれては有用な制度であると思います。

3. 今後の抱負について
　今後はベイエリア・オープンイノベーションセンター
（BOiCE）を中心に、地域、社会課題の解決、研究成果の
社会実装、及び大学発ベンチャー創出等を進めて行きた
いと考えています。同時に、その過程で巡り合う様々なプ
レイヤーの方々との連携を深め、時には力をお借りし、大
学単独では難しい課題の解決を進めて行ければと思って
います。
　本学豊洲キャンパスはもとより、大宮キャンパスも、上
野東京ライン、湘南新宿ライン等を使えば川崎からのアク
セスも良いので、何かございましたらお気軽にご相談いた
だければと思います。
　ご相談は大学ホームページの研究のタブを触ると「ご
相談窓口」のボタンが出てきますのでそこに記入して送付
いただくだけです。

惑星や活火山など極限環境で活躍する
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　「産学連携・試作開発促進プロジェクト」は、大学での研究機器の試作、実験装置の開発ニーズに、技術力ある中小企業が
応える産学連携の取り組みです。大学と “ものづくり企業” が連携し、研究シーズの具現化を図るべく活動しています。
　大学、研究機関での研究のスピードアップ、品質向上に役立てるように、部品加工から機器の設計・開発まで、中小企業
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　工学院大学は、1887年、工業立国を目指し、産業の中核を担う技術者を養成するために設立された「工手学校」
を前身とする私立大学で、東京の新宿と八王子にキャンパスがあります。建学の精神である「社会・産業と最先端
の学問を幅広くつなぐ“工”の精神」を尊重し、教育、研究に並ぶ第三の使命として社会連携・社会貢献を位置づけ、
産学官連携にも積極的に取り組んでいます。今日は産学連携の業務を担当する総合企画部 産学連携室／研究支
援室にお話を伺いました。

八王子キャンパス

【問い合わせ先】　
　工学院大学 総合企画部　産学連携室/研究支援室
　E-mail：sangaku＠sc.kogakuin.ac.jp
　URL：https://www.kogakuin.ac.jp/research/
　　　　collaboration/application.html
　〒192-0015 東京都八王子市中野町2665-1
　☎042-628-4928

1. 総合企画部 産学連携室／研究支援室の
 活動内容は
　本学の産学連携部門は現在、総合企画部の一部門と
して、産学連携室と研究支援室で構成されています。産
学連携室は、主に研究費の獲得やそれに向けた新技術
説明会、イノベーション・ジャパンなどのイベント出展に
よる研究シーズの外部への発信、企業との連携推進な
ど営業的な業務を、研究支援室は獲得した研究費の執
行管理や研究コンプライアンス推進を中心に行ってい
ます。総合企画部の下になったことで広報課、企画課、
さらには就職支援課との連携も密になり、シーズ広報に
発信力がつき、更に、学生就職先との産学連携が促進
されるなどの効果が出ています。
　活動においては、産学連携活動に関する学内周知を
進めるとともに、研究室を地道に回ることを行っていま
す。イベント出展も積極的に行っており、展示会では単
なる研究情報発信だけでなく、学生が研究の対外説明
力をつける実践の場としても重視しています。

2. 産学連携の取り組みについて
　本学の産学連携の特徴としては、学内にURA（Uni-
versity Research Administrator：大学等における研
究マネジメント人材）を配置していないことがあります。
我々の大学規模だと、すべての専門分野に対応した
URAをそろえることが難しい点もありますが、その代わ
りに、マッチングやライセンシング活動について株式会
社知財管理機構と連携して活動を進めています。ただ
し、業務を丸投げする形では上手く行きませんので、本
学では、産学連携における知財等専門的な内容につい
て職員が知財管理機構から業務の中で学び、力をつけ
ることを大切にしています。特に、産学連携業務は大学
事務の中でも特殊で、習得に時間がかかりますので、２
～３年でローテーションしてしまうと事務組織に経験を
定着させることが難しくなります。そのため、産学連携
部門においては一般より長い滞在期間となるよう、大学

としても配慮しています。それにより、契約や有利な権
利取得についても経験が蓄積されてきました。例えば、
大学保有の特許について、これまでは共同研究相手と
の共願が中心でしたが、基本特許の単独出願を進める
ことで、大学側のライセンシングの自由度を確保するな
どの取組みを進め、ライセンス収入も増加してきました。

３． 今後の抱負について
　我々が産学連携活動において最も大切にしているも
のは、研究成果が社会や産業、地域との連携を通して
社会普及・社会貢献できているか、将来の日本の諸課
題を科学技術によって解決できる研究者・エンジニアの
育成といった人材育成に資するものか、といった“建学
の精神”である“社会実装等による社会貢献”と“人材の
輩出”の視点です。企業の大小、社会課題の大小に関わ
らず、これまでも“建学の精神”を念頭に連携活動を進
めてきました。また、研究成果の直接的な社会還元だけ
でなく、共同研究をお受けする際も、研究室学生のテー
マとなるか、研究上のメリットがあるかを教員、職員とも
に意識して進めています。そして、生み出された成果を
学外に広く紹介することで、企業だけでなく、高校生な
どが本学に興味を持ってもらうきっかけとなればと思っ
ています。現在、東京医科大学、東京薬科大学との医・
薬・工大学間連携も行うなど、新たな社会貢献につなが
る活動も進めています。「知」の源泉としての大学の役
割を理解し、その使命を果たすため、更なる発展的連携
を目指しています。
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　芝浦工業大学は、東京都の豊洲と埼玉県の大宮にキャンパスを持つ工学系の私立大学です。1927年に開学された
東京高等工商学校を前身として持ち、1949年に現在の芝浦工業大学となりました。開学から数えると間もなく百周年
を迎えます。地域に密着した産学連携も盛んで、2019年度の教員一人当たりの共同研究件数は全国2位の実績があり
ます。本学の産学連携部門である複合領域産学官民連携推進本部は「社会に学び、社会に貢献する実践型人材育成を
目指した産学官民連携の推進」という理念のもと、2009年に創設されました。

豊洲キャンパス

【問い合わせ先】　
　芝浦工業大学  複合領域産学官民連携推進本部／
　ベイエリア・オープンイノベーションセンター
　〒135-8548　東京都江東区豊洲3-7-5
　　（豊洲キャンパス  本部棟10階）
　E-mail：sangaku@ow.shibaura-it.ac.jp
　HP：https://www.shibaura-it.ac.jp/
　☎ 03-5859-7180 

1. 複合領域産学官民連携推進本部について
　複合領域産学官民連携推進本部では、建学の精神「社
会に学び、社会に貢献する技術者の育成」に基づく、本学
の社会連携/社会貢献に関する方針に基づき、企業、自治
体、市民組織、教育・研究機関、地域社会と共創する「教育・
研究・イノベーションの三位一体推進」によって、大学が生
み出す知識、技術等を社会に還元していくと共に、大学（教
員・学生）と学外の組織・地域の双方にメリットのある活動
の展開を進めています。
　また、産学連携活動を通じた学内外における人材育成を
進めるとともに、その取り組みの中から生まれる新しい技
術、アイデアを形にすることで、イノベーション創出の実現、
及び、地域と共にある大学として、地域社会と協働するこ
とにより、大学と地域が共に価値を高め合う仕組みづくり
と、持続可能で活力ある地域社会の実現を目指しています。

2. 産学連携の特長について
　近年の動きとしては、研究成果の社会実装を進めるため、
産学官民が日常的に情報交流し、共同研究によるイノベー
ションを創出する協創拠点として、豊洲キャンパスに新た
に完成した本部棟に、ベイエリア・オープンイノベーション
センター（BOiCE）を開設しました。BOiCEはシェアオフィ
ス、コワーキングスペース、共同研究スペース、及び先進
製造プロセス研究センター、産学官民連携ラボ等からなる
研究拠点であり、企業、地域自治体、金融機関、大学等が
持つそれぞれの強みを結集し、イノベーションの創出を通
して地域の活性化を図ることを目的としています。
　また、地域と共に地域課題、社会課題を解決していくこ
とも重点を置いています。具体的には、キャンパスが立地
する江東区、埼玉県、さいたま市や広く東京都、その他の
地域において、地域の課題を教員、学生と検討する取り組
みを行っています。中小企業との連携が多いことも特徴で
す。
　現在、本学における教員一人当たりの共同研究件数は
全国2位の実績がありますが、今後は、より大学と緊密に連
携した大型研究についても推進していくため、『共同研究

講座』制度を新設しました。これは一定の共同研究費等を
満たす研究について、学内に本学研究者とともに研究室を
作り、同時に共同研究実施企業の研究者にも学内の職位
（共同研究講座教授等）を与えることで、より深く、大学と
一体となって連携を進めることを目的の一つとしています。
　寄付講座は一般には比較的高額な共同研究費が必要と
される場合が多いですが、本学の場合は中小企業であれ
ば500万円から検討が可能であり、大学との深い連携を希
望される企業におかれては有用な制度であると思います。

3. 今後の抱負について
　今後はベイエリア・オープンイノベーションセンター
（BOiCE）を中心に、地域、社会課題の解決、研究成果の
社会実装、及び大学発ベンチャー創出等を進めて行きた
いと考えています。同時に、その過程で巡り合う様々なプ
レイヤーの方々との連携を深め、時には力をお借りし、大
学単独では難しい課題の解決を進めて行ければと思って
います。
　本学豊洲キャンパスはもとより、大宮キャンパスも、上
野東京ライン、湘南新宿ライン等を使えば川崎からのアク
セスも良いので、何かございましたらお気軽にご相談いた
だければと思います。
　ご相談は大学ホームページの研究のタブを触ると「ご
相談窓口」のボタンが出てきますのでそこに記入して送付
いただくだけです。

惑星や活火山など極限環境で活躍する
ロボットの開発 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P4

慶應義塾大学 理工学部 機械工学科　石上　玄也　准教授
～研究成果を災害時や農業、物流などに役立つロボットに活用～

大宮キャンパス
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産学連携・試作開発促進プロジェクト ～大学・研究機器・実験機器開発のお手伝い
　「産学連携・試作開発促進プロジェクト」は、大学での研究機器の試作、実験装置の開発ニーズに、技術力ある中小企業が
応える産学連携の取り組みです。大学と “ものづくり企業” が連携し、研究シーズの具現化を図るべく活動しています。
　大学、研究機関での研究のスピードアップ、品質向上に役立てるように、部品加工から機器の設計・開発まで、中小企業
のネットワークで実現しますので、開発ニーズなどございましたら、事務局へお問い合わせください。

（公財）川崎市産業振興財団　新産業振興課　電話044（548）4165 FAX044（548）4151
E-mail  liaison@kawasaki-net.ne.jp URL http://www.kawasaki-net.ne.jp/shisaku/◆問い合わせ先◆
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　芝浦工業大学は、東京都の豊洲と埼玉県の大宮にキャンパスを持つ工学系の私立大学です。1927年に開学された
東京高等工商学校を前身として持ち、1949年に現在の芝浦工業大学となりました。開学から数えると間もなく百周年
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1. 複合領域産学官民連携推進本部について
　複合領域産学官民連携推進本部では、建学の精神「社
会に学び、社会に貢献する技術者の育成」に基づく、本学
の社会連携/社会貢献に関する方針に基づき、企業、自治
体、市民組織、教育・研究機関、地域社会と共創する「教育・
研究・イノベーションの三位一体推進」によって、大学が生
み出す知識、技術等を社会に還元していくと共に、大学（教
員・学生）と学外の組織・地域の双方にメリットのある活動
の展開を進めています。
　また、産学連携活動を通じた学内外における人材育成を
進めるとともに、その取り組みの中から生まれる新しい技
術、アイデアを形にすることで、イノベーション創出の実現、
及び、地域と共にある大学として、地域社会と協働するこ
とにより、大学と地域が共に価値を高め合う仕組みづくり
と、持続可能で活力ある地域社会の実現を目指しています。

2. 産学連携の特長について
　近年の動きとしては、研究成果の社会実装を進めるため、
産学官民が日常的に情報交流し、共同研究によるイノベー
ションを創出する協創拠点として、豊洲キャンパスに新た
に完成した本部棟に、ベイエリア・オープンイノベーション
センター（BOiCE）を開設しました。BOiCEはシェアオフィ
ス、コワーキングスペース、共同研究スペース、及び先進
製造プロセス研究センター、産学官民連携ラボ等からなる
研究拠点であり、企業、地域自治体、金融機関、大学等が
持つそれぞれの強みを結集し、イノベーションの創出を通
して地域の活性化を図ることを目的としています。
　また、地域と共に地域課題、社会課題を解決していくこ
とも重点を置いています。具体的には、キャンパスが立地
する江東区、埼玉県、さいたま市や広く東京都、その他の
地域において、地域の課題を教員、学生と検討する取り組
みを行っています。中小企業との連携が多いことも特徴で
す。
　現在、本学における教員一人当たりの共同研究件数は
全国2位の実績がありますが、今後は、より大学と緊密に連
携した大型研究についても推進していくため、『共同研究

講座』制度を新設しました。これは一定の共同研究費等を
満たす研究について、学内に本学研究者とともに研究室を
作り、同時に共同研究実施企業の研究者にも学内の職位
（共同研究講座教授等）を与えることで、より深く、大学と
一体となって連携を進めることを目的の一つとしています。
　寄付講座は一般には比較的高額な共同研究費が必要と
される場合が多いですが、本学の場合は中小企業であれ
ば500万円から検討が可能であり、大学との深い連携を希
望される企業におかれては有用な制度であると思います。
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社会実装、及び大学発ベンチャー創出等を進めて行きた
いと考えています。同時に、その過程で巡り合う様々なプ
レイヤーの方々との連携を深め、時には力をお借りし、大
学単独では難しい課題の解決を進めて行ければと思って
います。
　本学豊洲キャンパスはもとより、大宮キャンパスも、上
野東京ライン、湘南新宿ライン等を使えば川崎からのアク
セスも良いので、何かございましたらお気軽にご相談いた
だければと思います。
　ご相談は大学ホームページの研究のタブを触ると「ご
相談窓口」のボタンが出てきますのでそこに記入して送付
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　工学院大学は、1887年、工業立国を目指し、産業の中核を担う技術者を養成するために設立された「工手学校」
を前身とする私立大学で、東京の新宿と八王子にキャンパスがあります。建学の精神である「社会・産業と最先端
の学問を幅広くつなぐ“工”の精神」を尊重し、教育、研究に並ぶ第三の使命として社会連携・社会貢献を位置づけ、
産学官連携にも積極的に取り組んでいます。今日は産学連携の業務を担当する総合企画部 産学連携室／研究支
援室にお話を伺いました。

八王子キャンパス

【問い合わせ先】　
　工学院大学 総合企画部　産学連携室/研究支援室
　E-mail：sangaku＠sc.kogakuin.ac.jp
　URL：https://www.kogakuin.ac.jp/research/
　　　　collaboration/application.html
　〒192-0015 東京都八王子市中野町2665-1
　☎042-628-4928

1. 総合企画部 産学連携室／研究支援室の
 活動内容は
　本学の産学連携部門は現在、総合企画部の一部門と
して、産学連携室と研究支援室で構成されています。産
学連携室は、主に研究費の獲得やそれに向けた新技術
説明会、イノベーション・ジャパンなどのイベント出展に
よる研究シーズの外部への発信、企業との連携推進な
ど営業的な業務を、研究支援室は獲得した研究費の執
行管理や研究コンプライアンス推進を中心に行ってい
ます。総合企画部の下になったことで広報課、企画課、
さらには就職支援課との連携も密になり、シーズ広報に
発信力がつき、更に、学生就職先との産学連携が促進
されるなどの効果が出ています。
　活動においては、産学連携活動に関する学内周知を
進めるとともに、研究室を地道に回ることを行っていま
す。イベント出展も積極的に行っており、展示会では単
なる研究情報発信だけでなく、学生が研究の対外説明
力をつける実践の場としても重視しています。

2. 産学連携の取り組みについて
　本学の産学連携の特徴としては、学内にURA（Uni-
versity Research Administrator：大学等における研
究マネジメント人材）を配置していないことがあります。
我々の大学規模だと、すべての専門分野に対応した
URAをそろえることが難しい点もありますが、その代わ
りに、マッチングやライセンシング活動について株式会
社知財管理機構と連携して活動を進めています。ただ
し、業務を丸投げする形では上手く行きませんので、本
学では、産学連携における知財等専門的な内容につい
て職員が知財管理機構から業務の中で学び、力をつけ
ることを大切にしています。特に、産学連携業務は大学
事務の中でも特殊で、習得に時間がかかりますので、２
～３年でローテーションしてしまうと事務組織に経験を
定着させることが難しくなります。そのため、産学連携
部門においては一般より長い滞在期間となるよう、大学

としても配慮しています。それにより、契約や有利な権
利取得についても経験が蓄積されてきました。例えば、
大学保有の特許について、これまでは共同研究相手と
の共願が中心でしたが、基本特許の単独出願を進める
ことで、大学側のライセンシングの自由度を確保するな
どの取組みを進め、ライセンス収入も増加してきました。

３． 今後の抱負について
　我々が産学連携活動において最も大切にしているも
のは、研究成果が社会や産業、地域との連携を通して
社会普及・社会貢献できているか、将来の日本の諸課
題を科学技術によって解決できる研究者・エンジニアの
育成といった人材育成に資するものか、といった“建学
の精神”である“社会実装等による社会貢献”と“人材の
輩出”の視点です。企業の大小、社会課題の大小に関わ
らず、これまでも“建学の精神”を念頭に連携活動を進
めてきました。また、研究成果の直接的な社会還元だけ
でなく、共同研究をお受けする際も、研究室学生のテー
マとなるか、研究上のメリットがあるかを教員、職員とも
に意識して進めています。そして、生み出された成果を
学外に広く紹介することで、企業だけでなく、高校生な
どが本学に興味を持ってもらうきっかけとなればと思っ
ています。現在、東京医科大学、東京薬科大学との医・
薬・工大学間連携も行うなど、新たな社会貢献につなが
る活動も進めています。「知」の源泉としての大学の役
割を理解し、その使命を果たすため、更なる発展的連携
を目指しています。
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澤　武一　教授
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試作開発促進プロジェクトHPもご覧ください。
https://www.kawasaki-net.ne.jp/shisaku/試作開発促進プロジェクト


